
湖西市定例記者会見 
と  き 平成 29 年４月 19 日（水） 

    11 時 30 分開始 

 

と こ ろ 湖西市役所 2 階 市長公室 

 

 

１ 平成 29 年度「浜松三ヶ日・豊橋道路」道路調査の 

見通しに関するコメント 

（土木建設課）資料１ 

２ 第 16 回国際花火シンポジウムでの論文発表について 

（新居支所）資料２ 

 

 

 

 

 
参考資料                     

 

 

① 広報こさい５月号（４月 15 日発行号） 

② 平成 29 年５月 湖西市の主な行事予定 

 

 

 

次回開催は５月 19 日（金）11 時 30 分開始 

市長公室を予定 

 



資料１ 
タイトル 

平成 29 年度「浜松三ヶ日・豊橋道路」道路調査の 

見通しに関するコメント 

所属名 土木建設課 

連絡先  外線℡576-4547 

      ＦＡＸ576-1897 

【概要】 

国土交通省中部地方整備局、平成 29 年度予算概要の発表に伴い、「浜松三ヶ日・豊橋道

路」の道路調査の見通しに関するコメントを発表する。 

 

【コメント】 

この度、中部地方整備局の平成 29 年度予算概要の中で、浜松三ヶ日・豊橋道路が「重要

港湾・生産拠点と高速道路のアクセス強化や静岡県・愛知県の連携強化の観点から、広域的

な道路ネットワークとして求められる機能の検討を実施する」と位置付けられ、浜松三ヶ

日・豊橋道路の実現に向けたさらなる一歩となったと大変感謝しております。 

本市は、自動車産業を中心とする、ものづくりのまちであり、さらなる効率的な物流ネッ

トワークの構築が必要であるとともに、大規模災害時における内陸からの物資の搬送など緊

急輸送路の確保が重要であると考えております。 

浜松三ヶ日・豊橋道路は、三遠南信自動車道と一体となって、新東名高速道路、東名高速

道路、名豊道路といった幹線道路と、ネットワークを形成して、物流機能の効率化により生

産性を向上させ、地域産業の振興に資するとともに、緊急輸送路として、また、今後におけ

る本市の存続にかかわる重要な道路であることから、早期実現が図られることを強く期待す

るとともに、引き続き関係自治体と連携し、国とも協力しながら、一日も早い「浜松三ヶ日・

豊橋道路」の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

 



資料２  

タイトル 

第 16 回国際花火シンポジウムでの論文発表について 

所属名 新居支所 

    商工観光課 

連絡先  外線℡５９４-１１１１ 

    ＦＡＸ５９４-１１１４ 

【概要】 

第 16 回国際花火シンポジウムにおいて「新居の手筒花火の伝統について」の論文発表

 を行います。 

 

【情報】 

日  時：平成２９年４月２５日（火）９：３０から１０：３０ 

 会  場：大仙市大曲市民会館 

      （秋田県大仙市大曲日の出町２丁目６番６０号） 

 論  文：「新居の手筒花火の伝統について」（英文） 

 内  容：新居の手筒花火の歴史や新居の手筒花火と地域コミュニティとの結びつきによ

りいかにして新居の手筒花火の伝統が守られてきたか（湖西市の紹介を含む）

 作 成 者：湖西市商工観光課（補助：新居支所） 

 発 表 者：公益社団法人 日本煙火協会 畑中修二 

 

【第 16 回国際花火シンポジウムについて】 

  世界各国の煙火関係者（研究者、製造者、花火イベントのプロモーターなどが）が一堂

に会し、研究成果の発表や商談取引が行われる国際会議。1992 年カナダモントリオール

で第１回が開催され、その後概ね２年に１度開催されており、2006 年に滋賀で開催され

た第８回以降２回目の日本開催となる。近年では、世界各国（30 ヶ国以上）から約 600

名の関係者が参加し、マスコミ等にも取り上げられる。 

 

 主  催：第 16 回国際花火シンポジウム実行委員会 

 会  期：平成２９年４月２４日（月）から平成２９年４月２９日（土） 

 内容・会場：シンポジウム・大仙市大曲市民会館 

      トレードショウ（展示商談会）・大仙市大曲交流センター 

      花火打揚・大曲花火大橋下流河川敷 

 

 連 絡 先 （新居支所）℡５９４－１１１１ 

 


